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自
　
　
助

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
自
助

の
手
助
け
と
し
て
、
発
災
す
る
ま

で
に
個
人
が
で
き
る
こ
と
の
啓
発

や
、
住
宅
の
耐
震
診
断
に
重
点
を

置
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
共
　
　
助

　

共
助
の
役
割
を
地
域
の
防
災
組

織
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
住

民
の
安
否
確
認
と
い
う
防
災
組
織

と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
し
、
そ

の
こ
と
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
地
域
住
民
の
安
否
確
認
シ
ー

ト
を
作
成
し
、訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
公
　
　
助

　

公
助
に
当
た
る
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
計
画
も
含
め

て
、
市
規
模
の
団
体
で
は
似
た
よ

う
な
防
災
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
万
人
規
模
の
団
体
に
し
て

は
、
総
務
部
に
４
人
体
制
で
危
機

管
理
室
ま
で
設
置
し
て
、
海
上
自

衛
隊
の
イ
ー
ジ
ス
艦
艦
長
経
験
者

を
危
機
監
理
官
に
し
て
い
る
市
は

珍
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

山
梨
県
で
は
、危
機
管
理
室
を
設

置
す
る
市
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
　
滑
川
町
と
の
比
較

　

滑
川
町
と
は
、
団
体
規
模
が
違

う
の
で
マ
ン
パ
ワ
ー
の
差
も
あ
り

ま
す
が
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
大
部

分
が
日
本
最
大
と
い
わ
れ
る
扇
状

地
に
あ
る
こ
と
や
、東
海
・
東
南
海

地
震
等
が
懸
念
さ
れ
る
静
岡
県
に

隣
接
し
て
る
こ
と
や
、
富
士
山
の

噴
火
ま
で
の
こ
と
を
想
定
す
れ
ば
、

起
こ
り
う
る
災
害
の
種
類
や
規
模

は
、
滑
川
町
の
比
で
は
な
く
、
危

機
感
が
違
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
ま
　
と
　
め

　

滑
川
町
で
も
首
都
直
下
・
東
海
・

東
南
海
地
震
等
の
影
響
は
相
当
大

き
い
も
の
と
想
定
し
て
、
防
災
か

ら
減
災
へ
と
い
う
観
点
を
明
確
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
た
め

の
啓
発
活
動
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
防
災
組
織
を
実
効

性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、

地
域
防
災
組
織
の
役
割
を
で
き
る

だ
け
限
定
し
、
明
確
に
し
た
上
で

の
訓
練
や
取
組
を
実
施
す
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
滑
川
町
は
、
小
さ
な
団
体

ゆ
え
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
で
災
害
対
応
に
遅
れ
な

い
よ
う
に
、
比
企
広
域
で
の
災
害

対
応
連
携
を
強
化
し
た
計
画
を
作

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

日　
　

時　
　

平
成
24
年
１０
月
１５
日

調
査
地　
　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市

調
査
事
項　
　
「
防
災
計
画
」
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
１
年
７
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

東
京
湾
北
部
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
、
高
い
確
率
で

発
生
す
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
滑
川
町
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
防
災
、
減
災
対
応
の
充
実
を
図
る
目
的
で
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
２
０
０
３
年
４
月
１
日
に
隣
接
す
る
６
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

人
口
７
万
２
０
０
０
人
余
り
の
自
治
体
で
す
。
山
梨
県
最
西
端
に
位
置
し
、
国
内
第
２
位
の

標
高
３
１
９
３
ｍ
の
北
岳
を
筆
頭
に
南
ア
ル
プ
ス
北
部
の
高
峰
、
名
峰
が
連
な
る
市
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
源
流
と
す
る
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
で
き
た
国
内
最
大
級
の
扇
状
地
が
大
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。

総務経済建設常任委員会報告
 

南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　（
所
管
事
務
調
査
報
告
）

南アルプス市役所
にて
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平
成
元
年
に
開
館
し
た
静
岡
県

地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
県
が
運

営
す
る
地
震
防
災
の
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
、
専
門
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
解
説
が
つ
き
、
体
験

し
な
が
ら
地
震
防
災
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
地

震
防
災
先
進
地
の
施
設
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
マ
ス
コ

ミ
等
で
使
わ
れ
た
津
波
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
映
像

な
ど
は
、
危
機
迫
る
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
で
起
き
た
津
波
の
実
映
像
に

近
い
も
の
で
し
た
。

　

静
岡
県
は
、
駿
河
湾
を
抱
え
、

そ
の
海
沿
い
の
人
口
密
度
は
高

く
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
大

規
模
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
当
然

の
こ
と
東
日
本
大
震
災
を
大
き
く

超
え
る
津
波
の
被
害
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
前
に
こ
の

映
像
が
公
開
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
か
ら
、
津
波
に
襲
わ
れ
る
可
能

性
の
あ
る
地
域
の
人
々
や
各
地
の

防
災
関
係
者
に
も
っ
と
認
識
さ

れ
、
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
か
悔
や

ま
れ
ま
し
た
。

　

静
岡
県
は
、
地
震
防
災
の
先
進

地
と
し
て
、
早
く
か
ら
ハ
ー
ド
な

防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
防
災
か

ら
減
災
へ
の
流
れ
の
中
で
、
ソ
フ

ト
面
で
も
様
々
な
取
組
が
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
の
県
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
対
象
に
し
た
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ
や
災
害
図
上
訓
練
Ｄ
Ｉ

Ｇ
。
静
岡
県
全
戸
に
配
布
し
た
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
た
め
、

発
災
前
に
家
庭
内
の
危
険
箇
所
を

把
握
し
、
体
策
を
講
じ
る
た
め
の

家
庭
内
Ｄ
Ｉ
Ｇ
な
ど
は
、
す
ぐ
に

で
も
滑
川
町
の
全
家
庭
に
配
布
し

た
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

県
の
危
機
監
理
官
か
ら
の
説
明

に
よ
れ
ば
、
東
日
本
大
震
災
以
降

一
般
の
来
館
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
県
外
の
自
治
体
関
係
者
が
増

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
日
も
我
々
が
在
館
し
て
い
る

間
に
も
静
岡
県
内
の
地
域
防
災
組

織
の
人
た
ち
と
、
子
ど
も
連
れ
の

家
族
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

滑
川
町
の
地
域
防
災
組
織
の
視

察
研
修
地
に
も
適
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

日　
　

時　

平
成
24
年
１０
月
１６
日

調
査
地　

静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー

調
査
事
項　

静
岡
県
に
お
け
る
地
震
対
策
に
つ
い
て

　

静
岡
県
は
、
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
の
地
震

被
害
を
想
定
し
、
第
一
次
か
ら
第
三
次
に
わ
た
り
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
巨
大
地
震
、
津
波
の
対
策
が
必
要

に
な
り
、平
成
24
年
度
に
「
静
岡
県
第
４
次
被
害
想
定
対
策
会
議
」

を
設
置
し
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

静
岡
県
を
含
む
東
海
地
域
は
、
以
前
か
ら
近
い
将
来
大
地
震
の
発
生
す
る
可
能
性
の
高
い

地
域
と
し
て
、
地
震
予
知
連
絡
会
の
「
観
測
強
化
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

駿
河
湾
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
程
度
の
大
地
震
が
明
日
起
き
て
も
お
か
し
く

は
な
い
と
い
う
「
東
海
地
震
説
」
の
発
表
以
来
、
静
岡
県
で
は
、
地
震
対
策
を
緊
急
か
つ
重

要
な
課
題
と
し
て
、
様
々
な
対
策
を
推
進
し
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

 

静
岡
県
に
お
け
る
地
震
対
策
に
つ
い
て

　（
所
管
事
務
調
査
報
告
）

静岡県地震防災センター
にて
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　（
所
管
事
務
調
査
報
告
）

新
潟
県
見
附
市　

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け
に
つ
い
て

奥
只
見
水
力
発
電
所　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
視
察

　

１０
月
24
日
・
2５
日
、
平
成
24
年
度
県
外
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
事
項
は
、
今
後
の
超
高
齢
・
人
口
減
社
会
に
お

け
る
、
社
会
保
障
費
増
大
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
た
め
「
健
康
施

策
の
推
進
」
で
早
急
な
手
だ
て
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
１2
月
「
健
康
長
寿
社
会
を
創
造
す
る
ス
マ
ー
ト
ウ
エ

ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
総
合
特
区
」
の
指
定
を
受
け
、
健
康
増
進
策
を
市

民
一
体
で
進
め
て
い
る
新
潟
県
見
附
市
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
視

察
研
修
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奥
只
見
発
電
所
は
、
滑
川
町
に
も
縁
が
深
い
発
電
所
で

あ
り
、
町
内
に
は
、
東
京
に
送
電
す
る
奥
只
見
幹
線
が
通
過
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
【
ま
と
め
と
し
て
】

　

見
附
市
は
滑
川
町
と
同
じ
よ
う
に
、
今

後
の
社
会
保
障
費
の
増
大
の
系
図
が
見
込

ま
れ
る
中
で
、
こ
の
施
策
の
取
り
組
み
を

平
成
６
年
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
健
康
運
動
教
室
参
加
者

の
体
力
年
齢
が
開
始
後
30
ヶ
月
で
約
15
歳

の
若
返
り
、
医
療
費
抑
制
に
お
い
て
は
開

始
４
年
後
で
年
間
１
人
あ
た
り
10
万
円
の

軽
減
と
い
う
数
値
が
示
さ
れ
説
得
力
を
感

じ
ま
し
た
。

　

滑
川
町
は
、
平
均
年
齢
が
若
い
町
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
介
護
認
定
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
見
附
市
は
全
国
平
均
よ
り

低
い
新
潟
県
で
も
一
番
低
い
数
値
で
あ
る

と
の
こ
と
か
ら
も
、
健
康
づ
く
り
は
長
期

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
要
で
あ
る
と
実
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
想
・
立
案
・
計
画
・
実
行
ま
で
強
力

に
事
業
が
展
開
し
て
い
る
様
子
を
研
修
・

見
学
し
ま
し
た
が
、
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
基
幹
施
設
（
町
立
病
院
な
ど
）
の

整
備
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
（
保
健
師
、

栄
養
士
な
ど
）
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　昭和35年運転開始以来、日本経済
の電力需要を支え続けています。滑
川町内を通過している奥只見幹線
は、15年前に鉄塔改修工事が行われ、
高さ70ｍから100ｍになっています。
電力も27万５千ボルトから100万ボル
トに送電量が増圧されています。
　水力発電は、火力発電・電子力発
電に比べて二酸化炭素、放射能、私
たちを脅かすものは何もなく、飲料
水・洪水の防止など多くの機能を備
えています。

◎健康運動教室の目的
　　中高齢者の寝たきり（介護）予防　>　健康で楽しく　　中高齢者の健康維持増進　　　　　　活力に満ちた社会実現
◎健康運動教室の効果
　　体力年齢の若返りと医療費の抑制効果を実証
◎健康運動教室の仕組み
　　産　　　（筑波大学発のベンチャー企業）
　　官　　　（見附市）　　　　　　　　　　　⇨　連携での取り組み
　　学　　　（筑波大学）
◎健康運動教室の課題
　　₁．興味を示さない住民に対しての効果的な動機付け
　　₂．継続参加者に対する支援策の充実
　　₃．健康は社会的な課題であることの理解
　　　　（種々の課題対策を実施したが近年の新規参加者数

継続参加者数共に伸び悩んでいる）

　ウエルネス（＝健幸）をこれからのまちづくり政策の中核に据え、健康に
関心のある層だけが参加するこれまでの施策から脱却し、市民誰もが参加
し、生活習慣病予防及び寝たきり予防を可能とするまちづくりを目指す。

「奥只見水力発電所」

スマートウエルネスみつけの推進

健康になれる
まちづくり
道路　公園
景観　交通

地域が元気な
まちづくり
経済活動

産業育成　交流

環境に優しい
まちづくり
新エネルギー
ごみゼロ

健幸を理解し
行動する
まちづくり
教育　啓発

◎いきいき健康づくり（狭義の健康施策）

食生活
食育の推進

日本型食生活の推進

運　動
健康運動教室
脳の健康教室

いきがい
ハッピーリタイアメント事業
市民ぐるみの景観緑化

心の健康

検　診
検診の充実
健康の駅

健康運動教室（見附市）
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保
育
目
標

◦�

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
よ
さ

と
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
く
。

◦�

豊
か
な
生
活
経
験
を
積
み
重
ね

な
が
ら
、
生
き
る
力
の
基
礎
を

培
う
。

◦�
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
考

え
る
子
ど
も
に
育
て
る
。

◦�

健
康
な
体
の
基
礎
を
つ
く
る
。

　

保
育
目
標

◦�

ど
の
子
も
愛
し
愛
さ
れ
、
人
と

人
と
の
深
い
絆
を
結
ぼ
う
。

◦
命
を
大
切
に
し
よ
う
。

◦�

小
さ
な
失
敗
の
中
か
ら
、
大
切

な
こ
と
を
学
ぼ
う
。

◦�

自
分
も
大
切
だ
け
れ
ど
、
仲
間

も
大
切
に
で
き
る
人
に
な
ろ

う
。

◦�

我
が
子
だ
け
で
は
な
く
、
仲
間

の
子
ど
も
も
共
に
育
ち
あ
お

う
。

◦�

異
年
齢
保
育
の
中
か
ら
、
関
わ

り
方
を
学
び
あ
お
う
。

◦�

自
然
環
境
・
自
然
物
を
大
切
に

考
え
よ
う
。

◦�

学
童
と
保
育
園
児
の
関
わ
り
方

を
大
切
に
し
、
優
し
さ
や
憧
れ

の
気
持
を
育
て
よ
う
。

　

保
育
目
標

◦
心
豊
か
な
子

◦�

思
い
や
り
を
も
っ
て
友
だ
ち
を

大
切
に
す
る
子

◦
仲
間
と
協
力
し
あ
え
る
子

　

ま
と
め

●
ハ
ル
ム
保
育
園
は
、
こ
だ
わ
り

の
食
事
と
お
や
つ
に
取
り
組
み

「
食
事
や
お
や
つ
の
展
示
」
を
行

い
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

●
つ
き
の
わ
保
育
園
は
、
論
語
の

暗
唱
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、
特
徴

の
あ
る
課
目
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

●
白
い
馬
保
育
園
は
、
小
高
い
丘

陵
に
木
の
ぬ
く
も
り
の
新
し
い
園

舎
で
の
び
の
び
と
し
た
保
育
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
３
園
と
も
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
を
生
か
し
た
保
育
を
行
な
い
、

町
の
子
育
て
支
援
を
応
援
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
２４
年

11
月
よ
り
新
た
に
２
園
が
認
可
保

育
園
に
な
り
、
よ
り
保
育
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

つきのわ保育園
白い馬保育園　が認可保育園に

 

ハ
ル
ム
保
育
園

 

白
い
馬
保
育
園

 

つ
き
の
わ
保
育
園

　１１月８日・午前10時より協議会を開催し、ハルム保育園・つきのわ保育園・
白い馬保育園の３保育園を訪問・視察しました。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

元気に遊ぶ子どもたち

和太鼓の練習 ハルム保育園の子どもまつり
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議会運営委員会報告

　１2月定例会では、６人の議員から１５件の※一般
質問が行われ、２日間にわたり、町政全般につい
て活発な議論が展開されました。質問と答弁の要
約内容は１０ページから１５ページです。なお、全文
記録（議事録）については、３月中に滑川町ホーム
ページ（http://www.town.namegawa.lg.jp）
に掲載しますのでご覧ください。

議
会
運
営
委
員
会
報
告

　

１１
月
１５
日
、
宮
城
県
松
島
町
を
訪
問
し
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
状
況
と
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
な
お
、
滑
川
町
は
松
島
町
と
１１
月
３
日
、
災
害
相
互

支
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

３�

．
連
携
に
よ
る
広
域
的
な

　
「
貢
献
」

　

災
害
相
互
支
援
協
定
に
つ
い
て

は
２
市
・
２
町
と
の
協
定
書
取
り

交
わ
し
を
行
い
、
３
市
、
１
区
、

２
町
が
松
島
町
へ
の
災
害
派
遣
職

員
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

⑵�　

松
島
町
議
会
基
本
条
例

に
つ
い
て

①　

制
定
の
経
緯

　

議
会
は
、
自
由
闊
達
な
討
議
を

通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
使
命
を
達
成

す
る
た
め
、
議
員
間
の
自
由
な
討

議
の
展
開
、
町
長
等
の
行
政
機
関

と
の
持
続
的
な
緊
張
の
保
持
、
議

⑴�　

東
日
本
大
震
災
の
復
興

状
況
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
３
月
11
日
発
生
時
か

ら
の
被
災
者
の
避
難
所
・
状
況
等
、

公
共
施
設
の
被
害
、交
通
状
況
等
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
て
の
震

災
復
興
計
画
を
平
成
23
年
度
か
ら

平
成
27
年
度
ま
で
を
目
途
に
立

て
、
計
画
コ
ン
セ
プ
ト
「
復
興
」

「
創
造
」「
貢
献
」
と
し
ま
し
た
。

○
基
本
理
念

１
．�

絆
と
協
働
を
基
調
と
し
た

　
「
復
興
」

２�
．
復
興
に
よ
る
新
し
い
松
島
の

「
創
造
」

員
の
自
己
研
鑽
と
資
質
の
向
上
、

公
正
性
と
透
明
性
の
確
保
、
議
会

活
動
を
支
え
る
体
制
の
整
備
等
に

つ
い
て
、
平
成
20
年
３
月
に
制
定

し
た
も
の
で
す
。

②　

議
会
報
告
会
の
状
況

　

報
告
会
は
議
会
活
動
を
報
告

し
、
意
見
・
町
政
に
対
す
る
提
言

等
を
聴
取
し
て
、
議
会
運
営
・
行

政
執
行
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

③　

町
長
の
反
問
権

　

議
長
か
ら
本
会
議
並
び
に
常
任

委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
へ
の
出

席
を
要
請
さ
れ
た
町
長
等
は
議
員

の
質
問
に
対
し
て
議
長
ま
た
は
委

員
長
の
許
可
を
得
て
反
問
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
と
め

　

松
島
町
議
会
で
は
、
二
元
代
表

制
の
一
方
の
機
関
と
し
て
、
町
民

の
意
思
や
希
望
等
を
町
民
と
の
対

話
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
的
確

に
把
握
し
、
吸
い
上
げ
、
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
使
命
の
一
つ
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
議
会
の
公
平
・
透

明
性
を
保
ち
つ
つ
、
議
員
活
動
を

明
確
に
す
る
た
め
に
、
特
に
議
会

報
告
会
で
は
、
町
民
に
議
会
活
動

の
内
容
を
は
っ
き
り
と
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
う
か
が
え
ま
す
。

一 般
質問

※一般質問＝�議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針
等について所信を聞き、報告や説明を求め疑問点を
質すこと。

◉森田　泰雄（１3ページ）
◦自主防災組織
◦防災行政無線対策
◦買い物弱者対策
◦�ゴミ排出量削減を目指
して

◉上野　憲子（１4ページ）
◦�消費者庁貸与の放射性
物質検査機器の活用状
況
◦�「健康づくり」の地域
推進会議をふまえて
　今後の実践

◉大山　尚美（１５ページ）
◦�コンビニにおける
　証明書等の交付
◦次世代育成支援推進
◦小型家電リサイクル法
◦こころの体温計

我が町政を問う

◉北堀　一廣（１０ページ）
◦羽尾十三塚地内の
　道路整備計画
◦町道122号線舗装補修
　の進捗状況

◉上野　　廣（１１ページ）
◦�コミセンに防災機能を
備えた大ホール建設を
◦�ため池の保全・整備・
活用状況

◉北村　徳章（１2ページ）
◦滑川町の総合振興計画

　 一般質問は
　次ページより

　（
所
管
事
務
調
査
報
告
）

町政を問う・一般質問


